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青空に映えるウメの花。 

ウメは、その花で春の訪れを知らせ、その実で夏の訪れを 

感じさせてくれる。梅雨時に熟したその実は、梅酒や梅干し 

などになり、その後もずっと楽しむことができる自然の恵みだ。 

･････ 海は楽しい 海はすばらしい 海は大切 ･････ 

会員の年度更新と、2013 年度葉山キッズプログラムの受付がはじまりました！ 

2012年度の活動は皆様のご参加･ご協力のもと無事に開催されております。あらためてお礼申し上げます。 

皆様からの年会費は、海洋環境教育や保全活動、海洋スポーツの普及、地域の子ども育成活動および器材

管理費として役立てさせていただきます。2013 年度も引き続き会員として関わり、活動を支えていただけ

れば幸いです。よろしくお願い申し上げます。 

なお、2013 年度「葉山キッズプログラム」にご参加されます方は、年会費が器材管理費と賛助会費に   

なっています。参加費の振込みと一緒になりますので、別途ご案内させていただきます。 

 

○正会員  海や自然に興味があり、海辺の環境教育を学び、一緒に活動したい方 

  年会費：○個人会員 ・一般会員：5,000円 ・学生会員：4,000円  ○団体会員：10,000円 

○賛助会員 海や自然に興味があり、当団体の海辺の環境教育活動を支援いただける方 

年会費： ○個人会員・一般会員：年会費一口 1,000円（三口以上何口でも可） 

・学生会員：年会費一口 1,000円（二口以上何口でも可） 

○団体会員：年会費一口 1,000円（十口以上何口でも可） 

 

①同封のフォームにご記入の上、返送ください。（FAX、郵送、HPにてダウンロード後メール） 

②上記年会費をご入金ください。（同封の郵便振替用紙もしくは、下記郵貯銀行口座宛にお振込） 

●ゆうちょ銀行からの送金：記号：10130 番号：44172861 名義：オーシャンファミリー事務局 

●他銀行からの振込：店名：018 預金種目：普通預金 口座番号 4417286 名義：オーシャンファミリー事務局 



Ocean Family News 2013 Spring Vol.45 

- 2 - 

コラム 

自然体験活動の重要性と環境問題 

代表理事 海野義明 

体験活動とは教育的目的を持って体験をするということです。現代の子どもたちは、インターネットに代表 

されるバーチャルな情報が多く、自ら体験することが非常に少なくなっていますので、体験するということが 

とても重要です。それと、教育というとどうしても遊びの要素が忘れられがちですが、自由に楽しく、面白く  

という遊びの要素が子どもの教育、体験にとっては非常に大切であるということです。 

1970 年代、荒れる 10 代に象徴されるように 10代の凶悪犯罪が増えました。その後犯罪は一層低年齢化し、

学校でも学級崩壊などで授業が成り立たないような現象が起きはじめました。このような問題は何に起因して 

いるのだろうかという、当時の文部省の研究で、その要因の一つには自然体験活動の不足がある、という結論に

至ったのです。自然体験活動は人と人とのつながり、人と自然とのつながりを学び、築きます。同じ夕日や朝日、

美しい花を見て感動する。その感動を共有する事によって、人と人とのつながり、人と自然のつながりが生まれ

維持されていく。共感という共通体験がなくなったことがひとつの要因ではないだろうかということです。 

海・自然と人とのつながり、これらは人が狩猟採集を重ねてきたつい 100年前、200年前はどこにでも誰にで

も当たり前にあった世界だと思いますが、今日日本では、75％以上の人が都会化生活の中にいます。それだけの

割合の人々が自然とのふれあい、ましてや海とのふれあいは少ないということです。 

子どもたち一人ひとりが、海の体験活動を通して、海に対しての意識が高まり、海を守っていく。海の地域  

づくりに寄与するようになれば、海の体験活動の深い意味が出てくるのではでしょうか。子どもは本当に海が 

好きです。私はこれまで 23 年間海の体験活動の指導、特にスノーケリング、スキンダイビングの指導を子ども

たちにしてきました。これまで、数万人の子どもの対応をしましたが、スノーケリングができなかった子どもは

一人もいませんでした。皆夢中になりました。他の海洋スポーツレクリエーションでも同様です。 

 

現在、最も大きい環境リスクは生物多様性の減少です。現在年間数万種類の生物が減少していると言われて 

います。種の絶滅のスピードは、 

100 年前は 10年で 1種類、1000 

年前は 100年で 1種類と言われて 

います。現在は、異常なスピードで 

減少が進行しています。当然、生態 

系サービス、海からの恵みは減退し 

ています。このことは人類の未来に 

とって非常に大きなリスクになって 

います。この難題の解決には、海で 

学び、海を意識していくということ 

が非常に重要です。 

 

私たちは、これからもできるだけ 

多くの子どもたちに海の体験させて 

あげたいと思っています。 

海のように広く
海のように深く
考える教育
海で

ジャック・モイヤー
三宅島サマースクール
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災害支援 海の仲間たち 

今回は会場として葉山小学校が決定！葉山町の後援もとり、規模も内容もグレードアップします！ 
  

東北物産コーナー：物産・特産品を買って、東北を応援しよう！ 
 

 支援販売コーナー＆フリーマーケット：出店料と売上の一部が復興支援につながります！ 
 

 体験ワークショップ：女川の布草履やサバイバル飯など、楽しい企画がいっぱい☆ 
 

 参加型イベント：「つながるリレーマラソン」みんなで走ろう 42.195km！ 

         「KDP じょうとかい」福島で被災した犬たちに新しい家族を！ 
 

 サポートスタッフ、大募集中！！ 

みなさんも一緒につながりましょう☆ 

要らなくなった「本」と「Tシャツ」で被災地を支援しませんか？ 

“陸前高田市図書館ゆめプロジェクト” 本の販売代金が図書館再建の資金になります。 

“ママサポーターズ 高白浜布草履組合” 

仮設住宅で暮らす女川のおばあちゃんたちが着古した Tシャツを使って布草履を編み上げます。 

※T シャツは、綿地のもので洗濯してお持ちください。 

 
葉山ボランティア 

ネットワークまで 

お持ちください！ 
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おんじゅく便り 

みなさんこんにちは！ オーシャンファミリー会員 10 年目の ‘キタさん’こと北村昭彦の連れ合い 

‘のりちゃん’（礼江のりえ）です。 

海辺で子育てしたい♪という夢をかなえるべく、3 年ほど前に東京の狭山丘陵のふもと東村山から  

千葉・房総の御宿町へと家族で移住しました。 

前回はキタさんが御宿の海のことを NPO の活動と一緒に紹介していたので、今回は、うちの子ども 

たち（彦馬 5 年生＆彦天もうすぐ 1 年生の年長さん）の好きな海をご紹介します。 

御宿の海は童謡「月の沙漠」の発祥の地。とにかく砂なのです。御宿の中央海岸は岩場が無いため、   

なかなか生き物に出会えません。波は、サーフィンやボディーボードにうってつけの良い波が寄せては 

返します。なので、海から歩いて 5 分の我が家は、夏お散歩がてらボディーボードを持ってそのまま   

波乗りして、帰ってきたら庭でシャワーという感じで涼んでいます。 

 

磯遊びがしたくなったら、車で 15 分の勝浦海中公園の脇にある磯へ行きます。ここは大潮の時に遊び

に行くと、かなり沖の方まで歩いて行けます。でも子ども達は手前の潮だまりのヤドカリに夢中になって

しまうんですよね（笑）。確かにヤドカリは面白い！しかし、この磯の沖にはタコがたくさんいるのです。

と言いつつ、ウチの子たちはどうも縁が遠かったのですが、この夏 3 年目にしてやっと彦馬がやって  

くれました。スノーケリングしていたら黒いものがサーッと通り過ぎたので、よく見たらタコ！すかさず 

網で「捕ったどーーー！」 その夜はタコとアボカドのわさび醤油丼にして美味しくいただきました。 

 

 それから、シーカヤックをしたくなったら勝浦の守谷海岸に行きます。ここは湾になっているので波

が穏やかで、しかも透明度抜群！ 写真は 11 月の海ですが、いい天気で暖かかったです。 

 

御宿にいらしたらいろんな海をご紹介できると思うので、どうぞ遊びに来てくださ～い♪ 

われら海洋族 
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こんにちは。三宅島のナツです！  

今回は、故・ジャック・モイヤー先生のお話をしたいと思います。  

オーシャンファミリーの創設者であり、偉大な海洋生物学者であったモイヤー先生のことは、ご存知の

方も多いかと思います。 

 

モイヤー先生は 2004 年１月 10 日に、この世を去ってしまいました。 

来年 2014 年は、モイヤー先生が亡くなってから 10 年が経つことになります。 

 あれから 10 年ー。 

 それぞれにいろんなことがあったと思います。あの頃はまだ三宅島が噴火で全島避難中で、その間に

オーシャンファミリーの活動が葉山で始まりました。その約１年後に三宅島の全島避難が解除され帰れる

ようになり、その後三宅島でのサマースクールも再開されました。世の中も様々な変化がありました。 

モイヤー先生が危惧されていた海辺の自然環境の悪化は一層深刻な状態になってきており、環境教育や

保全活動の重要性が一段と増しています。 

 そしてこの間に、私たちサマースクールの教え子たちが、大人になりました。 

今だから、私たちだから、できることがあるはず。きっと同じ想いを共有できる仲間も多いはず。その

仲間たちが全国のいろんな分野で活躍し始めています。 

今、その仲間たちと再び集まり、モイヤー先生から教わったことをみんなで再認識して、自分たちが何

をすべきかと語り合い、次の世代に残せることを形にしていけるのではないかと、そう思うのです。 

10 年という節目となる来年に向けて、モイヤー先生を慕うみんなで彼のことを思い起こす、きっかけ

となるムーブメントを起こしたいと思っています。 

きっとモイヤー先生は喜んでくれると思います☆ 

 

モイヤー先生への恩返しのために。 

自分と、海で出会った仲間たちの未来のために。 

海と海の生き物のために。未来の子供たちのために。 

みんなでムーブメント、起こしていきませんか？ 

まずは、有志で集まり、今後の展開を話し合いましょう。 

ぜひご参集ください。 

われら海洋族 

■３月２３日(土) 夕方～夜 葉山・オーシャンファミリーセミナーハウスにて 

 モイヤー先生との写真・思い出の品など持ち寄り☆ 

 詳しくはオーシャンファミリー事務局まで。 

☆★☆先生の著書「モイヤー先生、三宅島で暮らす」 半世紀に渡る三宅島はじめ、研究生活の

こと、なぜ海の環境が大切なのか。必読書。希望者は事務所へお問い合わせ下さい。☆★☆ 

■□■モイヤーズ・チルドレン決起集会＆サマースクール卒業生同窓会■□■ 

春 ver.  
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いきもの便り 

ヨモギ 

日本全国に分布しているキク科の多年草。 

地下茎を伸ばし、群生する。 

夏から秋にかけて花を咲かせる。 

特有の香りがあり、春に新芽をつんで草餅や 

おひたしなどにして食べる。 

様々な効能があり、薬草としても多用される。 

乾燥させ、茎や葉の裏にある密生した毛を集め

たものがお灸で使う“もぐさ” 

カサゴ 

カサゴ目フサカサゴ科。 

暖海域の沿岸岩礁や海中林などに生息する。 

一説には、頭部が大きく笠をかぶっているように見えることから“笠子”と呼ばれるようになった。 

大きなものは全長 30cm になる。体色は通常赤色～褐色で、不規則な模様がある。 

肉食で、小魚や甲殻類などを捕食する。 

卵胎生で、秋に交尾をして体内受精し、冬～春に仔魚を産む。 

釣り魚として人気があり、旬は冬～春。 

旨味のある白身で、煮付けや塩焼き、唐揚げのほか、ブイヤベースやアクアパッツァなど、様々に   

楽しめる。 
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イベント 

◆スケジュール(予定)◆ 
受 付  １０：００ 
 第一部 １０：３０～ 
   1年をふりかえる 
     活動写真スライドショー（１） 
   みんなで交流 ～みんなでつなごう～ 
 昼 食 １２：００～ 
     みんなでお弁当 
 第二部 １２：４５～ 
   1年をふりかえる 
     活動写真スライドショー（２） 
   みんなで交流 ～ひとつの輪になろう～ 
   みんなで記念撮影 
終 了  １４：００ 

セミナーハウスの紅梅もふんわり咲きはじめ、春の足音

を感じさせます。皆様におかれましては日頃よりオーシャン

ファミリーの活動にご理解とご協力をたまわり心より感謝

申し上げます。これまで葉山キッズプログラムの発表会と

しておりました本会を、今年度より「オーシャンファミリー交

流会」といたしまして、一年の活動をスライドショーにてふ

りかえり、たくさんの皆様との交流を図りたいと考え企画い

たしました。自然の中で思い切り楽しみ、そして多くのこと

を学んだ子どもたちの姿をたくさんの方々にご覧いただけ

ますよう、ご来場を心よりお待ちいたしております。 

集まれ！ 

海の仲間たち 
 

オーシャンファミリー 

2012年度交流会 

◆日時と場所◆ 

日 時： 
 ２０１３年３月２０日(水・祝) 

受 付：１０時 
終 了：１４時(予定) 
 

場 所： 
 葉山港港湾管理事務所 

       ３階 多目的室 
 

◆持ち物◆ 

□筆記用具 
□お弁当と飲み物 
□葉山キッズプログラムにご参加の皆様
は活動ファイル（観察ノート・チャレンジ
カード・さざなみノート） 

元気に安全に活動するためにも、プログラム前夜は早めに就寝し十分な睡眠をとってください。 

朝ごはんをしっかりとってからご参加ください。（「早ね早おき朝ごはん」運動＜文部科学省＞を推進しています） 

当日までに不明な点がありましたらお気軽に事務局までお問い合わせ下さい。 

欠席連絡など当日の連絡は下記までお願いします。 

NPO法人オーシャンファミリー海洋自然体験センター 

事務局・葉山セミナーハウス：046-876-2287 海野：090-4727-9286 津田：090-2749-5227 

info@oceanfamily.jp http://oceanfamily.jp 
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開催日 プログラム内容 参加条件ほか 

4/6(土) ボランティアリーダー養成講座（同月のマリンキッズ・さざなみ教室にて実習）  

集合：葉山セミナーハウス 

 

対象： 

子供が好きな方・ 

CONE リーダー・ 

ライフセーバー・ 

ダイビングインストラクター・ 

シーカヤックインストラクター 

 

担当：津田 

 

 

※詳細は事務局まで 

お問い合わせください。 

4/13(土) 海辺で遊ぼう(1)～砂浜を、波打ち際を感じよう！～（さざなみ教室） 

4/14(日) 基礎トレーニング・ビーチ（葉山海洋スポーツ塾体験会） 

4/20(土) 海辺の春を探すハイキング！～五感を使って浜辺を歩こう～（葉山マリンキッズ） 

4/21(日) 基礎トレーニング・ビーチ（葉山海洋スポーツ塾） 

4/27(土) ボランティアリーダー養成講座（同月のマリンキッズ・さざなみ教室にて実習） 

5/4（土） ゆきわりそう葉山海洋実習昼食手伝い 

5/5（日） 基礎トレーニング・ビーチ（葉山海洋スポーツ塾） 

5/12(土) 海辺の生きものと出会おう！～よく観て、よく察しよう～（葉山マリンキッズ） 

5/19(日) 基礎トレーニング・ビーチ（葉山海洋スポーツ塾） 

5/25(土) 海辺で遊ぼう(2)～磯の生きものとお友だちになろう！～（さざなみ教室） 

6/1(土) ボランティアリーダー養成講座（同月のマリンキッズ・さざなみ教室にて実習） 

6/8(土） みんなで船を漕いでみよう！～海の上から葉山を眺めよう～（葉山マリンキッズ） 

6/22(土) 海で遊ぼう(1)～浮かんでみよう！泳いでみよう！～（さざなみ教室） 

4/7（日）・5/5（日）・6/2（日） 定期清掃  どなたでも 
大浜海岸 

集合：葉山公園 芝生広場 
10:00～11：30（予定） 

リーダー・ボランティア募集 

2013 年 4 月 ～ 6 月 

発行者：NPO法人オーシャンファミリー海洋自然体験センター 〒240-0116 神奈川県三浦郡葉山町下山口1741 

TEL：046-876-2287 FAX：046-876-2297 E-mail： info@oceanfamily.jp HP： http://oceanfamily.jp/ 
Copy Right Ocean Family Club. All Right Reserved. 

東日本大震災から 2 年。私は東北にたくさんの友人がいるし、保護犬の活動にも  

関わっているので忘れる日はない。あの日、大きな揺れを感じ、車のラジオで情報

を得ていた私の耳に入ってきたのは「南三陸で甚大な被害があるようだ」という  

信じたくない現実だった。帰宅してかじりつくように Googleのパーソンファインダ

ーで安否を検索。そんな日が 1 週間ほど続いた。自然災害。だが、その先には人災

とも呼べることもあった。そして原発事故。福島には多くの命が取り残された。  

この災害から学ぶことは沢山あった。そのひとつが「人とのつながり」の大切さ。

今回の“つながる広場”でそれを共有・再確認しよう。未来へつなぐために。 

Postscript 

ビーチクリーン（ オーシャンファミリービーチクリーンクラブ：ＯＢＣＣ ） 

ボランティアリーダー養成講座 参加者募集！ 
子どもたちをサポートするため、各月の活動を実際に体験して 

安全対策などについてみんなで考えます。 

子どもたちと一緒に海でワクワクドキドキしませんか？ 

※参加費は無料ですが、会員登録と施設使用料やレンタル料がかかり

ます。詳しくは事務局まで！ 


